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日揮情報システム株式会社
村上 浩貴

データモデリングで楽々！ＤＢ構築

【B3】DatabaseGearテクニカルセッション
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アジェンダ

• はじめに

• データモデルを使ってDBを作る！

• ER/Studioをフル活用して効率化！

• DB構築はこれだけ簡単になる！

• おわりに
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はじめに
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情報情報
システムシステム

データは企業の重要資産

ビジネス戦略ビジネス戦略

/ / ＩＴ戦略ＩＴ戦略

業務業務

DB/DB/データデータ

意思決定意思決定

業務遂行のインプット

業務遂行の

アウトプット
意思決定の根拠

戦略的BPR 戦略的IT投資
戦略的

意思決定

企業活動に於いて、各種の意思
決定は戦略実現に大きく影響を
与える。
その根拠となる“データ”の精度、
鮮度は重要課題となる。
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「データをどう管理するか？」から考える

まず、「重要資産である“データ”をどう管理するか？」

アプリケーション(画面、帳票)

があるから・・・

データベースを構築する

ではなく

データをどう管理するか？

を考えてから・・・

データを情報に変換する

アプリケーションを設計する
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情報システムエンジニアリング

情報システム情報システム
エンジニアリングエンジニアリング

DOADOA(Data Oriented Approach) (Data Oriented Approach) 

OOA OOA 
(Object Oriented 

Analysis/Programming) 

SOASOA
(Service Oriented 

Architecture) 

POAPOA
(Process Oriented 

Approach) 

ソフトウェアソフトウェア
エンジニアリングエンジニアリング

データ設計インフォメーションインフォメーション
エンジニアリングエンジニアリング

単一業務レベル単一業務レベル
(発注システム)
【メインフレーム】

業務横断・企業レベル業務横断・企業レベル
(SCM,EPM)

【UNIX,Windows】

企業横断レベル企業横断レベル
(アライアンス,Webビジネス)

【Linux,Java,Web】

モデルマネジメント モデルガバナンス

Time(時代,時間軸) / Technology(技術)

S
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e(
規

模
) 

/
S
er

v
ic

e(
複

雑
さ

)
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本日の論点

†† いかに重要資産（データ）をマネジメントするか？いかに重要資産（データ）をマネジメントするか？

†† ツールを使って、いかに楽にツールを使って、いかに楽にDBDBを構築するか？を構築するか？

†† 楽をしながら、いかに楽をしながら、いかにDBDBの品質をキープするか？の品質をキープするか？

データモデルを使ってDBを作る！
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システムとは？

““システムシステム””とは、「個々要素が有機的に結合された全体」のことを指します。とは、「個々要素が有機的に結合された全体」のことを指します。

個々要素の結合とは、例えば・・・個々要素の結合とは、例えば・・・

個別機能個別機能

サブシステムサブシステム

システムシステム

結合、集合すると結合、集合すると

結合、集合すると結合、集合すると

と言った具合です。と言った具合です。

システムシステム

サブシステムサブシステム
ＡＡ

サブシステムＢサブシステムＢ

サブシステムＣサブシステムＣ

機能機能 aa

機能機能 bb

機能機能 cc

機能機能 dd

機能機能 ee

機能機能 ff

機能機能 gg 機能機能 hh
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システム開発のステップ

システムの全体像システムの全体像

を考えるを考える
具体的な中身は具体的な中身は
まだボンヤリまだボンヤリ

やりたいことのやりたいことの

実現手段を考える実現手段を考える
中身はやや中身はやや
具体的になる具体的になる

各機能の姿を考える各機能の姿を考える

↓↓
人間の分かる言葉で人間の分かる言葉で

システムを形作るシステムを形作る

プログラミングによりプログラミングにより
機能を構築する機能を構築する
各機能を組合わせた各機能を組合わせた

ものがシステムとなるものがシステムとなる

構想企画構想企画
((Feasibility Study)Feasibility Study)

概念設計概念設計 基本設計基本設計 詳細設計詳細設計
プログラミングプログラミング

テストテスト
運用運用

計画フェーズ計画フェーズ 設計フェーズ設計フェーズ 構築フェーズ構築フェーズ テスト・ロールアップテスト・ロールアップ

統合テスト統合テスト
システム移行システム移行

【概念設計】【概念設計】 【基本設計】【基本設計】 【詳細設計】【詳細設計】 【プログラミング】【プログラミング】

【全体】を考える【全体】を考える 【全体の中の個々】【全体の中の個々】
を考えるを考える

【個々】を考え、全体【個々】を考え、全体
のバランスを取るのバランスを取る

【個々】を実現する【個々】を実現する
ことで全体を実現することで全体を実現する
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弊社の開発方法論“Just-Method”

• DOAをベースにしたシステム開発方法論

• モデルを中核としたMDA（Model Driven Approach）

システム
ビジョン

構築

ビジネス
プロセス
モデル

論理I/O
（CRUD）

概念データ概念データ
モデルモデル

I/O
（情報要求）

設計
アプリ設計

組織設計・業務設計
（ワークフロー）

論理データモデル論理データモデル
データ定義

業務移行
トレーニング

アプリ
統合テスト

本番DB構築

データ移行

マニュアル構築・
トレーニング準備

アプリ構築・
単体テスト

開発DB構築・維持

物理データモデル物理データモデル

IT基盤設計・手配
IT基盤

統合テスト
IT基盤導入

運用

計画
（分析・概念設計）

設計
（基本設計・詳細設計）

構築
（プログラミング・テスト）

テスト・ロールアップ
（結合テスト・移行）

ビジネス

アプリ
ケーション

情報

技術基盤

開発
フェーズ

開発対象

◇システム化ビジョン構築
◇ビジネスモデル構築・ＦＳ
◇開発対象範囲決定・開発シナリオ
◇暫定マスタスケジュール
◇開発概算予算

◇組織設計・業務設計
◇システム（I/O）設計
◇DB設計
◇IT基盤設計

◇マスタースケジュール・開発予算

◇プログラム設計
◇プログラミング・テスト
◇本番DB設計
◇IT基盤導入・

インテグレーション

◇本番環境構築
◇DBセットアップ

プロジェクトマネジメント

IT基盤要件
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概念モデル概念モデル
ConceptualConceptual

論理モデル論理モデル
LogicalLogical

物理モデル物理モデル
PhysicalPhysical

対象領域の構造（ＰＫとリレーション）と、
データの種類に応じた関係性を表現。
【意味モデル】

SQLによる論理最適構造。統一表現で、
会話の通じる用語を用いた正規化モデル。
【ＤＢ構造モデル（論理表現）】

セキュリティ、パフォーマンスを考慮した
DBMS・物理最適モデル。
【ＤＢ構造モデル（物理表現）】
※論理・物理一致を原則

３種類のデータモデル

ＤＢＤＢ
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データモデルによる
システムライフサイクルマネジメント

ビジネス戦略ビジネス戦略

/ / ＩＴ戦略ＩＴ戦略

システム化範囲システム化範囲

の決定と設計の決定と設計

システム構築システム構築

テストテスト//導入導入

システムのシステムの

追加拡充追加拡充 システム運用システム運用

概念モデル概念モデル
(Conceptual)

論理モデル論理モデル
(Logical)

物理モデル物理モデル
(Physical)

システムビジョンシステムビジョン

//システム化計画システム化計画

DB

運用開始後の運用開始後の
拡充予定範囲拡充予定範囲

初期導入
範囲

概念モデル概念モデル
(Conceptual)

将来のシステム拡充を将来のシステム拡充を
見据える見据える
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データモデルを中心に据えた体制

ユ
ー

ザ
サ

イ
ド

ユ
ー

ザ
サ

イ
ド

ベ
ン

ダ
サ

イ
ド

ベ
ン

ダ
サ

イ
ド AE

Application Engineer

DBA
DB Administrator

PMR
Project Manager

データ移行

DM / DADM / DA
Data ManagerData Manager

Data AdministratorData Administrator

PG
Programmer

運用担当者

CIO
Chief Information Officer EU

End User

((DA)DA)
Data AdministratorData Administrator

概念モデル概念モデル
(Conceptual)

DMDM
Data ManagerData Manager

論理モデル論理モデル
(Logical)

データ構造・データ定義

ＩＴ
戦

略

規
約

の
提

供
Ｄ

Ｂ
評

価

機
能

要
件

ア
プ

リ
仕

様
設

計
仕

様

物理モデル物理モデル
(Physical)

DB

データ構造・アプリ仕様

ユーザサイドでコンセプトを押さえることで
意図（ＩＴ戦略）した方向へシステムを導く

データモデルを押さえることで
アプリ仕様のブレを抑制する



8

ER/Studioをフル活用して効率化！
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データモデリング・オートメーション

DDLDDL
PhysicalLogical

ER/StudioER/Studioマクロマクロ
物理名自動命名物理名自動命名

ハイライトクリアハイライトクリア

データ定義書作成データ定義書作成

代理キー化代理キー化

ER/StudioER/Studioマクロマクロ
Comment OnComment On自動設定自動設定

スキーマ設定スキーマ設定

テーブルサイズ設定テーブルサイズ設定

論物単語辞書論物単語辞書
（（MSMS--AccessAccess）） ER/WorksheetER/Worksheet

テーブルサイズテーブルサイズ
算出シート算出シート（（ExcelExcel））

DDLDDL加工プログラム加工プログラム
（（OracleOracle一時表）一時表）

ER/StudioER/Studio

..csvcsv..txttxtDictDict

論理モデル論理モデル 物理モデル物理モデル
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Embarcadero ER/Studio

<<<<主要機能主要機能>>>>

論理論理//物理データモデル管理物理データモデル管理

データ型、データ定義、ドメインデータ型、データ定義、ドメイン

ＤＤＬ生成ＤＤＬ生成

モデル間比較マージモデル間比較マージ などなど

<<<<補足補足>>>>

現在の最新バージョンは７．１現在の最新バージョンは７．１
VerVer. . ７．１７．１ではではUndo/RedoUndo/Redoが可能に！！が可能に！！

Sax BasicSax Basicによるマクロ実行が可能によるマクロ実行が可能

ER/WorksheetER/Worksheetとの連携が可能との連携が可能

論理データモデル論理データモデル

物理データモデル物理データモデル

※画面スナップは※画面スナップはER/Studio 6.5ER/Studio 6.5
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ER/Studioマクロ

物理名自動命名マクロ物理名自動命名マクロ

<<<<主要マクロ主要マクロ>>>>

物理名自動命名物理名自動命名

データ定義書作成データ定義書作成

ハイライトクリアハイライトクリア

Comment OnComment On自動設定自動設定

代理キー化代理キー化

・・・・・・論物変換辞書をベースに物理名を設定論物変換辞書をベースに物理名を設定

冗長記号冗長記号((‘‘<<’’))、エンティティ、エンティティIDIDの自動排除の自動排除 などなど

・・・納品用データ定義書生成・・・納品用データ定義書生成((※固定フォーマット※固定フォーマット))

・・・属性色設定のクリア・・・属性色設定のクリア((e.g. e.g. 赤文字⇒黒文字赤文字⇒黒文字))

・・・定義欄・・・定義欄((COMMENT ON...)COMMENT ON...)にオブジェクト名をコピーにオブジェクト名をコピー

・・・全てのテーブルを単一・・・全てのテーブルを単一PK(PK(代理キー代理キー))に変換に変換

マクロの活用はモデル管理のマクロの活用はモデル管理の

効率化に必要不可欠！効率化に必要不可欠！
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ER/Studioマクロ

物理名自動命名マクロ

正規表現を使った正規表現を使った
柔軟なテキスト処理柔軟なテキスト処理

論物辞書論物辞書

正常置換された変換結果と、正常置換された変換結果と、
未定義単語の確認／出力未定義単語の確認／出力

面倒な物理名設定は、ツールによる一括変換で効率化します。面倒な物理名設定は、ツールによる一括変換で効率化します。
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論物変換辞書（独自構築）

論物辞書管理ツール論物辞書管理ツール略語辞書略語辞書

正式辞書正式辞書

<<<<主要機能主要機能>>>>

論理名単語に対する英単語と論理名単語に対する英単語と
略語の管理略語の管理

略語辞書出力略語辞書出力//正式辞書出力正式辞書出力

豊富な検索機能豊富な検索機能 などなど

<<<<補足補足>>>>

論理データモデル構築の時点で設定論理データモデル構築の時点で設定

フルスペルの英単語管理で理解度向上フルスペルの英単語管理で理解度向上

正式辞書は正式辞書はJavaJavaオブジェクト名として利用可オブジェクト名として利用可

ただし、ただし、メンテナンスには明確な方針が必要メンテナンスには明確な方針が必要
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DBオブジェクト命名に於ける工夫

論物変換辞書の活用

略語辞書略語辞書

【参考】正式辞書【参考】正式辞書

『ある論理名は必ず決まった物理名になる』ことで、『ある論理名は必ず決まった物理名になる』ことで、DBDB可読性を向上します。可読性を向上します。

Physi
Logi

論理名から見る論理名から見る 物理名から見る物理名から見る

“部門部門番号番号”
(論理名)

“DEPTDEPT_NONO”
(物理名)

“DEPTDEPT_NONO”
(物理名)

“部門部門番号番号”
(論理名)

22本文書の一部または全部の転載を禁止します。本文書の著作権は、著作者に帰属します。

論理設計時点でのDBオブジェクト名の意識

PhysicalLogical

DB

論理設計時点で、論物辞書を意識し、命名することが肝要です。論理設計時点で、論物辞書を意識し、命名することが肝要です。

物理設計物理設計 実装実装論理設計論理設計

論物辞書を意識した
論理名称設定が、
スタートポイント！
(意味が分かる
簡潔な名前)

シームレスに物理
設計に繋げることで、
DBA作業への専任化
/効率化を支援

DBオブジェクト名バイト
数制限を事前に意識
することで、手戻り検討
を抑止

論物辞書論物辞書

Too Late !!Too Late !!

論物辞書論物辞書
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Physi

ＰＪ番号
ＷＰコード
ＦＷＢＳコード
ＰＣＷＢＳコード
原価区分
コスト集計コード
機能部門コード
原価部門コード
ＷＰ名称
・・・

ＥＣ１０５：ＷＰ

コメント情報の付与
(ツールマクロでの自動実行)

Logi

DBオブジェクト命名に於ける工夫
COMMENT ON ... の活用

““Comment On...Comment On...””を設定することで、を設定することで、DBDB可読性を向上します。可読性を向上します。

ＰＪ番号(FK)
ＷＰコード

ＦＷＢＳコード(FK)
ＰＣＷＢＳコード(FK)
原価区分
コスト集計コード
機能部門コード(FK)
原価部門コード(FK)
ＷＰ名称
・・・

ＥＣ１０５：ＷＰ

PJ_NO(FK)
WP_CD
FWBS_CD(FK)
PCWBS_CD(FK)
COST_TYPE
COST_SUM_CD
FUNC_DEPT_CD(FK)
COST_DEPT_CD(FK)
WP_NM
・・・

WP

論理モデル 物理モデル
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EntID エンティティ名 テーブル名 エンティティ定義 AttID SEQ 属性名 カラム名 PK FK 必須 属性定義 論理データ型名

22 1 店舗番号 STORE_NO Yes Yes Yes VARCHAR

10 2 レジスター番号 REGI_NO Yes No Yes VARCHAR
12 1 商品コード GOODS_CD Yes No Yes VARCHAR
13 2 商品名称 GOODS_NM No No No VARCHAR
14 3 商品仕様 GOODS_SPEC No No No VARCHAR
15 4 商品単価 GOODS_UNITP No No No NUMERIC
1 1 店舗番号 STORE_NO Yes No Yes VARCHAR
3 2 店舗名称 STORE_NM No No No VARCHAR
4 3 店舗住所 STORE_ADDRSS No No No VARCHAR
5 4 店舗電話番号 STORE_TEL No No No VARCHAR
17 5 部門番号 DEPT_NO No Yes Yes VARCHAR
6 1 従業員番号 EMP_NO Yes No Yes VARCHAR
7 2 従業員氏名 EMP_NM No No No VARCHAR
16 3 部門番号 DEPT_NO No Yes Yes VARCHAR
24 1 店舗番号 STORE_NO Yes Yes Yes VARCHAR
23 2 レジスター番号 REGI_NO Yes Yes Yes VARCHAR
35 3 販売年月 SALE_YM Yes No Yes DATE
25 4 販売実績番号 SALE_ACT_NO Yes No Yes NUMERIC
27 5 販売担当者従業員番号 SALE_PIC_EMP_NO No Yes Yes VARCHAR
34 6 販売年月日 SALE_YMD No No No DATE
26 7 商品コード GOODS_CD No Yes Yes VARCHAR
29 8 販売数量 SALE_QTY No No No NUMERIC
30 9 ＜商品単価 GOODS_UNITP No No No NUMERIC
31 10 ＜小計 SUB_TOTAL No No No NUMERIC
32 11 消費税金額 TAX_AMT No No No NUMERIC
33 12 ＜販売合計金額 SALE_TOTAL_AMT No No No NUMERIC

6 販売実績 SALE_ACT

1 従業員 EMP

3 店舗 STORE

7 商品 GOODS

5 レジスター REGI

ER/Worksheet

<<<<レポーティング種類レポーティング種類>>>>

エンティティエンティティ//属性属性((論理論理//物理物理))

リレーションシップリレーションシップ((論理論理//物理物理))

インデックスインデックス((論理論理//物理物理))

テーブルスペーステーブルスペース((物理物理)) などなど

<<<<補足補足>>>>

ラウンドトリップを使い、ラウンドトリップを使い、大量処理に活用大量処理に活用
データ型、データ定義の一括変更などデータ型、データ定義の一括変更など

レポート機能以外にも多機能保有レポート機能以外にも多機能保有
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その他の自動化

その他として、下記のツールを準備し、効率化/高精度化を図っています。

一時表テーブルDDL整形ツール(VB)

DDLDDL DDLDDL

スクリプト出力 ER/Studioは
一時表未対応！

VBツールで加工 一時表作成DDL
の完成/実装

OracleOracle
DBDB

テーブルサイズ設定(マクロ)

DDLDDL

テーブルサイズ
算出

CSVへ転記 データモデルへ
アップロード

DDLの生成
/実装

CSVCSV
OracleOracle

DBDB

DB構築はこれだけ簡単になる！
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全体最適性全体最適性//
整合性の崩壊！！整合性の崩壊！！

DB維持メンテナンスの手順

よくあるパターン・・・

設計者設計者 DBADBA DDL/DDL/

ObjectBrowserObjectBrowser DBDB DBDBドキュメントドキュメント

設計者設計者 DBADBADDL/DDL/

ObjectBrowserObjectBrowser DBDB DBDBドキュメントドキュメント

DB変更依頼

DB変更

変更情報伝達

DB確認
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DB維持メンテナンスの手順

モデルベースだと・・・

設計者設計者 DBADBA
DDL/DDL/

ObjectBrowserObjectBrowser DBDB

DBDBドキュメントドキュメント

DB変更依頼

DM/DADM/DA

Logi Physi

全体最適性全体最適性//
整合性の維持！！整合性の維持！！

常にモデルを経由した常にモデルを経由したDBDBメンテナンスにより、メンテナンスにより、

システムとしての全体最適性維持はもちろん、システムとしての全体最適性維持はもちろん、

DBDBメンテナンスの精度メンテナンスの精度も向上しますも向上します
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DB構築“大変”バロメーター （一般的）

構造設計

データ定義

データ型設定

想定件数算出

オブジェクト命名

スキーマ設定

テーブルサイズ算出

Index設計

Create Table

Comment On ...

PK/FK

Create View

Comment On ...

Create Synonym

Create Index

論理設計論理設計 物理設計物理設計

DDLDDL記述記述

““大変大変””バロメーターバロメーター

記述量
膨大！

精緻な
管理要！
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DB構築“大変”バロメーター （ツール活用）

構造設計

データ定義

データ型設定

想定件数算出

論物辞書

オブジェクト命名(★)

スキーマ設定(★)

テーブルサイズ算出(★)

Index設計(★)

Comment情報付与(★)

Create Table(★)

Comment On ...(★)

PK/FK(★)

一時表への変換(★)

Create View

Comment On ...(★)

Create Synonym

Create Index(★)

論理設計論理設計 物理設計物理設計((モデルモデル))

DDLDDL記述記述

““大変大変””バロメーターバロメーター

★：ツール/マクロによる
作業支援

精度/効率
向上

精度/効率
向上
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DBAは身動きしやすくなる

相変わらず相変わらずDBADBAは、重要でありながら希少な存在です。は、重要でありながら希少な存在です。

DBADBAの負荷を軽減することで・・・の負荷を軽減することで・・・

†† マルチプロジェクトでの稼働マルチプロジェクトでの稼働

†† DBDBリリーススピードの向上リリーススピードの向上

†† DBDB構築精度の向上構築精度の向上

と言ったメリットを得ることができます。と言ったメリットを得ることができます。

おわりに
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おわりに

モデルベースであること・・・モデルベースであること・・・

ツール活用で楽々！ツール活用で楽々！

†† ルール、思想をルール、思想をDBDBに埋め込む！に埋め込む！

†† システムライフサイクルを押さえる！システムライフサイクルを押さえる！

†† DBDBを開発のボトルネックにしない！を開発のボトルネックにしない！

†† DBDBを混乱のトリガーにしない！を混乱のトリガーにしない！

Data Modeling on ER/Studio

JGC Information Systems Co., Ltd. J-SYS Software Co., Ltd.


